
 

⒈ 研究主題 
 

豊かにかかわる子どもを育む 

～学び合いを大切にした授業づくり活動づくりを通して～ 
 

⒉ 主題設定の理由 

⑴ 児童の実態と学校教育目標の具現化の観点から 
    本校の児童は、素直で明るく与えられた課題に対して真面目に取り組もうとする反面、指示待ち

型で主体的にかかわろうとする態度が不足していた。１６年度からの研究の取り組みにより、児童

は、かかわって学んだり活動したりすることのよさに気づく体験を積んでおり、交流の仕方を身に

付けてきている。このことをふまえ、児童の実態から課題として次のことが挙げられる。 
○ 進んで人とかかわろうとする態度を伸ばしていくこと。 
○ 話す、聞く、書くなどの伝え合う力を伸ばし、自信を持って表現する態度を養うこと。 
○ 互いの違いを認め合い、自他のよさに気づく態度を伸ばしていくこと。 
○ めあてに向かって努力したり協力したりする態度を伸ばしていくこと。 
本校が掲げる学校教育目標「人と豊かにかかわり、ともに未来をつくる子ども」は、まさに児童

が主体的に対象とかかわろうとする姿を描いている。そして、かかわりを通して、自分を伸ばし協

同することができる児童の育成を目指している。その過程で、自他のよさを実感した時、「共生・

共育」の思いが芽生え、「次はこうしたい」「ともに～しよう」という主体的な態度が育まれるので

はないだろうか。「かかわる力」は、２１世紀に生きる子ども達の「生きる力」を支えるものにな

ると考える。 
 

⑵ 今日的な教育課題から 

    少子化、核家族化が進む昨今、児童を取り巻く社会の中での人とのかかわりも希薄になりがちで

ある。一方、高齢化や国際化、「バリアフリー」の言葉が話題にのぼる今日、より広い視野と思い

やりの心を持ち、様々な人とかかわり協調していく力が必要になると思われる。 
また、現行の学習指導要領は、自ら学び自ら考える力の育成と基礎・基本の確実な定着、豊かな

人間性、健康と体力など知徳体の調和のとれた「生きる力」を育成することを基本的なねらいとし

ている。さらに、これらを実現するために、個性を生かす教育や教師と児童、児童同士の人間関係、

豊かな体験、家庭や地域社会との連携の大切さが挙げられている。 
「かかわる力」を育むことは、人とよりよい人間関係を築く社会性を伸し、「生きる力」を育む

ことにつながると考える。 
 
 
 
 
 



 

様々なかかわりを通して、次のような姿が見られたとき、「豊かなかかわり」が生まれたと捉える。

「豊かにかかわる力」の育成は、「生きる力」の育成へと結びついていくと考える。 
 
 
               

⑶ 研究の経過から 

平成１４年度から取り組んだ｢基礎学力の定着」は、子ども達に「わかるよろこび」を保証する

ものであった。１５年度の研究は、それを発展的に継続させ、「基礎学力の定着と活用をめざす学

習指導～豊かなかかわりづくりを通して～」のテーマで、「子ども同士が豊かにかかわる場」の大

切さを検証してきた。 
    これを受け、１６年度から３カ年計画で、「豊かにかかわる子どもを育む」をテーマに掲げ、めざ

す児童像を明らかにして、児童が豊かにかかわることができるための指導・支援のあり方を探って

きた。１７年度は、１６年度の取り組みを重点化し、テーマに迫るために、よりよい指導・支援の

あり方を探り、２カ年の研究の成果と課題をまとめ公開した。 
今年度は、研究のまとめの時期である。昨年度の成果を継承し、課題解決のためさらに実践を積

み、研究の充実を図っていく必要がある。 
 以上のこと踏まえ、上記の研究主題を、本年度の主題として設定した。 

 

⒊ 主題について  

児童は、日々、様々な相手と出会いながら成長している。それは、友だちや教師、家族、地域の

方々であったり、教材や地域の自然、文化などであったりする。それらとつながりをつくることが

「かかわる」ことである。 
    「豊か」とは、かかわる対象との『出会いの豊かさ』である。それは、様々な対象と出会うこと

であり、出会った対象のよさにふれることでもある。また、自ら進んでかかわろうとする『主体的

な姿』であり、自分を成長させ他によい影響を与えるような『よりよいかかわり方』でもある。 
    授業や授業以外の諸活動において、「学び合い」が生まれるような授業づくり活動づくりがなされ

れば、児童は、目標に向かって努力したり、教え合ったり、助け合ったり、切磋琢磨したりする体

験を通して、主体的でよりよいかかわり方ができる「豊かにかかわる子ども」に育っていくと考え

る。 
  
     
 
 

 
・ 一人一人の力が発揮される。 
・ ものの見方や考え方を広げたり深めたりする。 
・ 自他のよさを認め合う。 
・ 教え合い、助け合い、磨き合いが生まれる。             
・ ともに学び活動する楽しさやよさを感じる。 
・ 新たな意欲を持つ。 
 

 

           

 
    

生

き

る

力 

豊かなかかわり 



 

⒋ めざす児童像 
  「豊かにかかわる子ども」を、次のように捉える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 学び合う子ども 感動する子ども 意欲的な子ども 

低学年 興味をもって聞き、 
はっきり話す子ども 

友だちと仲よくし、 
楽しんで活動する子ども 

中学年 しっかり聞き、 
進んで話し合う子ども 

友だちと協力し、 
めあてに向かって 
努力する子ども 

高学年 人の考えを尊重し、 
自分の考えをしっかり

伝える子ども 

 
人、自然、文化

のよさに気づ

き、感動する子

ども 
友だちと協力し、 
めあてに向かって 
主体的に取り組む子ども 

 

⒌ 研究のねらい 
   「かかわり」の視点で授業改善と諸活動の再検討・再構築を行い、学校教育全体で、学び合いを大

切にした授業づくり活動づくりを実践し、「豊かにかかわる子ども」を育てる。 

⒍ 研究の見通し 

   本研究を次のような３カ年計画で取り組む。 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

意欲的な子ども 

めあてに向かって努力し、 

協力し合う子ども 

 

学び合う子ども 

進んで伝え合い、 

学び合う子ども 

 

人、自然、文化の 

よさに気づき、 

感動する子ども 

感動する子ども 

平成１６年度  研究の立ち上げ 
 研究課題の把握 実践を通して仮説・重点の検討 研究の方向づけ 体制づくり 

平成１７年度  研究の重点化  ＜市委嘱公開研究発表＞ 
 授業づくり活動づくりの実践と課題把握 重点的な取り組みを通して仮説の検証 

平成１８年度  研究の充実化 
教科部の取り組みの充実 地域交流の推進 ３カ年を通しての研究の成果と課題の把握 



 

⒎ 研究の仮説 
   

 

 

          

   「児童一人一人の学びを育む」とは、児童一人一人に学習や活動の目標を達成させることに加え、

その学習や活動の楽しさや達成感を味わわせ、児童が、自分の思いや願いをもって意欲的に取り組

む態度を伸ばすことである。 
   「人や自然、文化とかかわって学んだり活動したりするよさに気づく体験」とは、他の人と学んだ

り活動したりしたこと、また、その学習や活動をしたことが自分にとってよかったと児童が自覚す

るような体験のことである。 
以上のことを、学校の教育活動全体の中の様々な場面で展開することが、体験を積ませることに

つながる。 
    

⒏ 研究の重点 
  

 

 

 

 ⑴ 重点１について 

    児童一人一人の学びを育むためには、教師は、児童の思いや学びを見取り、変容に気づき、目標

に照らして個に応じた指導・支援を行う必要がある。そのために次の点に留意する。 
   ・何を、どこで、どんな方法で見取るかを明らかにする。 
   ・見取ったことをもとに、個に応じた指導・支援を意図的、計画的に行う。 
   ・学びや活動のふり返りにより自他のよさを表出させる。 

⑵ 重点２について 

 児童一人一人が培った力を発揮し、互いに交流する場の設定が必要である。また、その交流の場

で、個の力が伸ばされ、かかわって学んだり活動したりすることの楽しさやよさを感じられるよう

な指導・支援がなされる必要がある。そのために次の点に留意する。 
・学習や活動のねらいにそっており、児童にとっても必要感のある交流の場を設定する。 
・交流のねらいにそった形態の工夫や指導・支援をする。 

⑶ 重点３について 

    児童一人一人の思いや考えを持たせたり、交流の場を有効なものにしたりするために、それを支

える伝え合う力を伸ばすことが必要である。様々ある伝え合う力の中でも、「話す・聞く・話し合

う・書く」力に焦点をあて、次の点に留意して指導する。 
    ・児童の発達段階や実態に応じて指導する。 
    ・授業や諸活動を通して日常的に指導する。 
 

学校の教育活動全体において、児童一人一人の学びを育み、人や自然、文化とかかわっ

て学んだり活動したりするよさに気づく体験を積ませれば、豊かにかかわる子どもを育成

することができるのではないか。 

重点１ 個の思い・学びの見取りと個に応じた指導・支援の工夫 
重点２ 交流の場の設定と指導・支援の工夫 
重点３ 「話す・聞く・話し合う・書く」などの伝え合う力を伸ばす指導・支援の工夫 



 

    本校では、学年の発達段階を踏まえ、「話す・聞く・話し合う・書く」についてつけたい力を次の

ように設定した。これにもとづき、学年・学級の実態に応じ、継続的に指導することにより、児童

の伝え合う力は伸ばされると考える。 
 

＜「話す・聞く・話し合う・書く」についてつけたい力＞ 
   

 
 
 
 
 
 
 

    話す     聞く    話し合う     書く 
 
 
低 
学 
年 

①みんなに聞こえる

ように、はっきりし

た声で話すこと 
 
②知らせたいことを

選び、自分の言葉で

自分から進んで話

すこと 
 

①正しい姿勢で相手の

話を終わりまでよく

聞くこと 
 
②話の大体の内容を聞

き取ること 

① 相手の話を最後ま
でよく聞き、話し

合うこと 
 
②相手の話を聞き返

したり自分の思っ

ていることを伝え

たりして話し合う

こと 

①自分の思いや考

えを文章に表す

こと 
 

 

 
 
中 
学 
年 
 
 
 

①相手や目的に応じ

た言葉遣いで話す

こと 
 
②順序を考えたり理

由をつけ加えたり

しながら、自分の言

葉で聞く人にわか

りやすく話すこと 

①相手の考えを自分な

りにまとめながら聞

くこと 
 
②話の大事なところを

聞き取り、感想をも

つこと 

①相手の話の内容を

受けて、話題にそっ

て話し合うこと 
 
②相手の話の内容と

自分との相違点や

共通点を考えなが

ら話し合うこと 
 

 

①自分の考えたこ

とや伝えたいこ

とをわかりやす

く文章に表すこ

と 

 
 
高 
学 
年 

①目的や場に応じた

適切な言葉遣いで

話すこと 
 
②意図や根拠を明ら

かにして、自分の言

葉で考えを述べる

こと 

①話し手の意図をつか

みながら聞くこと 
 
②相手の考えや自分と

の違いを聞き取り、

自分の意見をもちな

がら聞くこと 
 
 

①論点をはっきりさ

せながら、自分の立

場を明らかにして

考えを述べること 
 
②話題が深まるよう

な意見や感想を言

ったり疑問点をた

ずねたりすること 

①目的や意図に応

じ、考えたこと

や伝えたいこと

を筋道立てて文

章に表すこと 
 



 

＜仮説と重点のイメージ図＞ 
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進んで伝え合い、 

学び合う子ども 

めあてに向かって

努力し、協力し合

う子ども 
      ・次は～したい。こうなりたい。 

・一緒に～してよかった。 

・一緒に～して楽しかった。 

・～することで成長した。 

・自分達は～できた。 

・自分は～できた。 わかった。   

「話す・聞く・話し合う・書く」力 

児童の    思い 

みんなの学び 

   （学び合い） 

の 

人、自然、文化の

よさに気づき、 

感動する子ども 

導 指 す ば 伸 を 力 う 合 え 伝 ３ 点 重 



 

⒐ 研究の内容 

○ 「豊かにかかわる子ども」像を具現化する。  
○ 実態調査及び分析により実態を把握し成果と課題をとらえる。  
○ 「 豊かにかかわる子ども」の育成について理論的に明らかにする。 
○ 豊かなかかわりを生み出すための指導法について授業研究を通して検証する。 
○ 授業研究以外でのかかわる活動の見直しと充実を図る。 
○ 実践交流・現職教育・先進校視察を通して研修を深める。 
○ 家庭・地域との連携を図る。 

 ⒑ 研究の組織と計画 

  
  ⑴研究の組織 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               

 
 
 
 
 
 
 
 
                  
 

校          長 

教          頭 

研究推進委員会 
校長、教頭、教務主任、研究主任、

授業研究部長、活動研究部長 
 

研究部長会 
研究主任 
授業研究部長 
活動研究部長 

研究全体会 

授業研究部 
◎ 

活動研究部 
◎ 
 

教科部長会 

           教 科 部 
国語    算数   体育    図工    道徳 

 
 
   
 



 

研究推進委員会 ・研究の全体計画を作成し推進する。 

・実態調査と分析を行い研究に生かす。 

・研究の成果と課題を確認し研究の方向づけを行う。 

・研究実践の発信をする。 

・研究紀要を作成する。 

研究部長会 ・研究の全体計画に照らし各研究部の活動計画を調整する。 

授業研究部 ・授業研究（指導案の形式、授業研究の視点、事前事後研の運営）を

計画し実施する。 

・「話す・聞く・話し合う・書く」などの伝え合う力を伸ばすための手

だてを立案し推進する。 

・基本的な学習態度育成に関する提案をし、推進する。 

教科部 ・各教科、領域での課題を把握し、授業研究を通して仮説の検証をす

る。 

教科部長会 ・各教科部の取り組みを調整し推進する。 

活動研究部 ・活動研究を通して仮説を検証する。 

・地域交流を推進する。 

・家庭や地域との連携を図る。 

 ⑵ 研究の計画 

 
 
 
 
   
   

   

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月 12日（水）  推進委員会      
1８日（火）  全体会 
20日（木）  研究部会・教科部会 

５月 18日（木）  教科部会                         実態調査 
６月 9日（金）  事前研 

19日（月）  教科部会 
23日（火）  校内授業研大研 
 

７月 18日（火）  研究部会 （１２日推進委員会） 
25日（火）  全体会 

８月 22日（火）  研究部会・教科部会     
９月 4日（月）  事前研    

13日（火）    校内授業研大研 
 

10月        教科部会 

11月 8日（火）  事前研    
17日（月）  校内授業研大研 

12月 5日（火）  研究部会 （４日推進委員会）     
25日（月）  全体会 

1月 16日（火）  研究部会            実態調査 
30日（火）  研究部会 

2月 6日（火）  推進委員会   
20日（火）  全体会 



 

＜研究の方針＞研究の充実化（３カ年の研究のまとめ） 

 ○ 授業研究を通して、よりよい学び合いを生み出す指導・支援のあり方を探り、教科・
領域の力を伸ばしていく。また、実践の共有化を図る。 

 

 ○ 活動研究を通して、よりよい異学年交流の体験を積ませる指導・支援のあり方を探り、

児童同士のかかわる力を伸ばしていく。 

 

 ○ 教育課程の中で、地域の人・自然・文化とかかわる体験的学習を意図的に設定し、児

童のかかわる力を広げていく。 

 

 ○ 日常的継続的な共通実践を通して、児童のかかわる活動を支える伝え合う力を伸ばし

ていく。 

     

＜研究の仮説と重点のかかわり＞ 

 

 

 

 

 

 

  重点１ 個の思い・学びの見取りと個に応じた指導・支援の工夫 
 

重点２ 交流の場の設定と指導・支援の工夫 

 

重点３「話す・聞く・話し合う・書く」などの伝え合う力を伸ばす指導・支援の工夫 

 

＜研究を進めるに当たって＞ 

○理論の見直し、整理・補充 （６年間を見通したかかわる力） 

 

 ○実態調査の活用（学級、学年、全校の課題把握と手立て） 

 

 ○教科部単位の授業実践の充実（指導と評価の一体化、教科の特性をふまえた学び合い） 

 

 ○万世小の特色となる諸活動の充実（付けたい力の明確化。縦割活動、ハイパースポーツ） 

 

 ○地域交流の推進（地域の人材、保護者の協力を仰ぐ） 

  

 

 

学校の教育活動全体において、 
児童一人一人の学びを育み、 
人や自然、文化とかかわって学んだり活動したりするよさに気づく体験を積

ませれば、 
豊かにかかわる子どもを育成することができるのではないか。 



 

＜昨年度の反省より＞授業研究部 
部会 成     果 課   題 共有化していきた

いこと 

国語 ○考えを３回書かせることによって変容

を見取ることができた。自己評価カードや
学習プリントへのマークやコメントは、自
信を持たせ、一人一人の見取りにつなが

り、自己評価の資料にもなった。 
○学習の計画とかかわりに関する評価項
目を入れたカードの活用をはかっている。
かかわりに関する項目は、他己評価につな

がっている。国語のねらいにそった項目を
取り入れてきた。 
○学習プリントの掲示により、考えを深

め、確かにしていく工夫がはかられた。全
体交流の前に、自分の考えを持つために、
考えを表に出す場面が何回か必要であり、

その過程を通すことで、考えを深める交流
になってきた。 
○十分に話し合わせる時間設定のための
過程や展開を組むことは、教材をうまく生

かせることにつながった。 
○話型の使い方により、分析したり分類し
たり相手を認めたり自分の考えを主張し

たりと、交流そのものにかかわっていた。
使わせたい話型を明らかにしながら学習

を進めることは、言い伝え合いになった。 
○自分と同じでも違ってもお互いに認め

合う雰囲気は、日常的な試みがうまく生き

ていくものであり、効果的な話し合いが進
められた。 

○自分の考えを持つため

の一人学びの仕方を様々
に工夫し、めあてに生か
すことのできる効果的な

学び方を探っていく必要
がある。 
 
○グループに分かれた場

合、よりよいかかわりを
見過ごしてしまうことが
あった。児童相互のやり

とりができるような項目
を設けてみるなど、自己
評価のあり方を見直して

いきたい。 
 
○説明文の国語的な取り
上げ方について、単元構

成から吟味していく必要
がある。 
 

○書き言葉と話し言葉の
違いを上手に使った指導

がいる。 

○交流の場を「ふ

かめる」だけでな
く「ひろげる」と
言う考え方にたつ

と、授業計画が変
化しておもしろい
組み立てになるの
ではないか。 

 
○「一人学び」を
取り立てて全教科

で考えてみてはど
うか。 

算数 紀要参照 
加えて 
○解き方や考え方を交流する場は、相手に

なるべく分かるように説明したり、分から
ないことを聞き返したりするという経験

を積むことにつながり、伝え合う力を培う
場になっている。 

○かかわり学び合うため
に必要な表現する力や聞
く力を向上させるために

手立てと支援が必要であ
る。 

○年間計画の中で、算数
科として、かかわりを求

めていく重点教材を設け
ていく。 

○単元を選びチャ
レンジカード、チ
ェック問題を活用

し、見通しを持た
せ、自分の学習を

振り返らせ、学ぶ
力を育てていきた

い。 

体育 ○単元名の工夫による動機づけと意欲の

喚起を行った。 
○カードの活用により、思いを見取り、次

の活動に生かした。 
○難易度差のある技から自己選択させ、運

動欲求を満たした。 

 
○ペアを基本とした励まし合い、補助、一
緒に運動する楽しさを経験させた。 
○ペアとペアを組み合わせ、兄弟ペアを設

定し、交流の時間を設けたことで、よさを
見つける目が育った。 
 

○一人一人のよい動きや

変容の見取りを工夫す
る。 

 
○友達と交流しながら、

個々の運動欲求を満たし

ていくことのバランスを
図る。 

○準備運動から、

その運動に関連し
たものをＢＧＭに

合わせて取り組
む。 

 

○ペアを基本と
し、ペアとペアで
４人グループを作
るなど交流形態を

とってみる。 



 

図工 紀要参照 
加えて 

○４観点のめあてをもって活動すること
で、めあてをもって物事に取り組んでいこ
うとする前向きな姿勢が育ってきている。
自己評価のくり返しにより、自己を見つめ

る目も育ってきている。 
○交流の場の設定やいいとこ探検隊で、友
達のよさをさがすことが、人との豊かなか

かわりを育てる基盤となり、互いを認め合
う学級づくりにつながった。また、友達の

作品からよさを見つけ出し、それを自分の
作品に生かそうとする気持ちが生まれ、そ

れが全体の質の向上につながった。 

○思いをふくらませるための書く活動、工
夫したことを知らせたり作品を紹介した

りする伝えるための書く活動など、作るこ
とと書くことの楽しさや喜びを連動して

表現することができた。 
○地域素材を教材化したことにより地域

の人とのかかわりが生まれ、自分たちの地

域のよさを知ることができた。 
○感じたことを話す場が多く設定され、よ
り感動したり、より自分の思いを伝えられ
る子どもになってきている。 

 

紀要参照 
加えて 

○地域とふれあうより魅
力的な題材を開発してい
く。 
 

○自己評価カードを発達
段階に合わせて改良す
る。 

○４観点のめあて
をもって授業をし

ていくこと 
評価カードを全学
年分作り、どの学
年でも使ってもら

えるようにする。 

道徳 紀要参照 
加えて 

○地域文化を自作教材に取り入れたり、Ｇ
Ｔを迎えるなどして授業を通して、地域や
人とのかかわりを広げることができた。 

紀要参照 
加えて 

○指導過程の中での手立
てを検討すること。 

○紅白帽子を活用
したまたは資料の

分断化を取り入れ
た指導過程での実
践。 

 
活動研究部 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

縦割活動 

○年間の流れ：出会いの会➠ 運動会への取り組み➠ウォークラリー➠チャレンジ集会➠雪遊び 

       今年度 ５月、７月、１１月。 

○日常活動：縦割給食、縦割清掃 

○活動形態：２０班、４０グループ体制 

○活動のふり返り：カード、２００字作文 

 

ハイパースポーツ 

○ 年４回に増やす。今年度  ６月、１０月、１２月。（時期検討）     

○全校で、二つに分かれて 

○ハイパーノート 



 

    
研究全体の成果と課題  紀要に加えて 
重点１について 重点２について 重点３について 

○教材開発や教材研究に基づく教
材提示・単元計画工夫がなされた。 
○見取りの方法の工夫と支援や補

充指導。（支援表） 

○個の実態や願いに応じた柔軟な
学習の展開。 

○ふり返えりよさを表出させ自覚
させる手立ての工夫がなされた。 
○意欲を高め、思いや願いを育む
指導がなされた。 

●自己・相互教師側の評価 

●個に育みたい力を明確にする。 

○交流場面の設定が工夫さ
れ、ねらいや必要感を意識し
て運営されたことにより、交

流することでねらいに迫る

ことができ、学習や活動をよ
り豊かにすることができた。 

○異学年交流を通して、生活
の場面での柔軟なかかわる
力を伸ばすことができた。 
●交流場面での教師の指

導・支援をより明らかにして

いく。 

○日常の「話す・聞く・話し
合う・書く」活動の中で継続
的な指導がなされた。また、

学級の実態に応じた指導の

工夫がなされた。 
○聞くことに対して、児童の

意識も高く、態度も育ってい
る。 
●進んで話そうとする態度
を伸ばす。 

●話し合い活動で、進んで話

したりよく聞き受けて返す
力を伸ばす。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究仮説について 

○個の学びを育むことは、児童の意欲を喚起し、進んでかかわろうとする態度の育成につなが

った。また、交流の場を支え、有効にするものでもあった。 

○交流の場の設定し、運営の工夫をすることで、かかわって学んだり活動したりしたことの楽し

さやよさに気づく体験を積ませることができた。そのことにより、交流の仕方を身に付け、自分

の力を発揮することができるようになってきている。 

●個の学びを育み、交流をよりよいものにしていくための教師の指導・支援（役割）をより明らか

にしていく。 


